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会社概要会社概要
　RSoft Design Group, Inc.(本社　アメリカ、NY州）は、1990年に
設立されたRSoft社を母体として、ネットワーク系のソフトウエア会社
のNetwork Design Tools, Inc.と合弁して2002年に設立されました
。
　RSoft Design Group, Inc.は、通信やフォトニクスの産業に対して
設計やビジネス分析を行うための包括的なソフトウェア・ソリューショ
ンを提案しています。部品からネットワークに至る全ての階層で、シミュ
レーションとプランニングを行うソフトウェアやサービスを幅広く提供
しています。
　Physical-Layer Divisionは、現在はオプトエレクトロニクス分野の
ソフトウエアのフィールドにおいて、パイオニアとしての地位を確立し、
さらにこの分野のデザインとシミュレーションのための先進的なツール
をタイムリーに提供すべく活動しています。
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ModeSYSModeSYSTMTM 
マルチモードシミュレーションプラットフォームマルチモードシミュレーションプラットフォーム

　ModeSYS は、マルチモード伝送システムの設計、解析、シミ
ュレーションを目的として開発された製品です。データ通信アプ
リケーションでは、ModeSYSによって、光信号の伝搬における
時間的および空間的影響の両方を評価することが可能になりま
す。この機能によって、個別のデータ通信プラットフォームの研究
開発と同様に、1Gbや10Gbのイーサネット、ファイバー・チャネ
ル、FTTxなど、Multi-Service Operator (MSO)アプリケーシ
ョンのための高速データ・リンクに関する標準化された通信技術
のシステム・レベルでの解析を可能にします。
　ModeSYSに含まれる空間的解析用のモデルにより、光信号
の生成から始まり、マルチモード・リンク上にある各空間伝播用
のコンポーネントを通って、フォト・レシーバでの検出に至るまで
の、断面の電磁気的な空間領域についての正確な解析を可能に
しています。ModeSYSは、デバイス・レベルのモデリング機能を
システム・レベル・シミュレーションの中に取り込んでいるので、
簡単なシステム・レベル解析の手法を使って、詳細な空間的領域
の解析が可能です。
　また、ModeSYSを用いることよって、マルチモード・システムを
解析するために必要とされる複雑な光学や物理学に習熟するこ
となく、システムの解析が可能となり、スペシャリスト専用のイン
ハウス・ツールの必要性は大幅に減少します。ModeSYSは、マル
チモード伝送システム設計のために、先進的機能を提供できる
世界初の商用ツールです.

製品概要

●　断面の出力特性をモデル化したマルチモード・レーザ
●　空間的に独立したモデル間の断面方向および回転による
     オフセットの影響を解析し、且つ自由空間のビーム伝搬を
     モデル化した空間伝播用カプラ
●　レーザとファイバの結合解析と同様な解析を可能にする
     レンズ・モデル
●　各モードの伝搬定数とモードの空間的変化を正確にモデル化
     できるマルチモード・ファイバ
●　時間信号に任意の空間的フィールドを追加するフィールド
     加算器モデル 
●　モード帯域幅の解析を可能にするEncircled Flux解析ツール 
●　空間的領域での汎用計算を可能にし、フィールド・プロット
     を生成する空間解析ブロック
●　使い易い階層構造のトポロジ設計環境
●　パラメータ・スイープと統計的なシミュレーションを共に
    サポート
●　信号発生器、レーザ、LED、変調器、フィルタ、
     MUX/DEMUX、受信機、BERテスターなどを含む
     多種多様なモデルをサポート
●　インターラクティブな信号解析ツール
●　BeamPROPTMへのインターフェイス
●　OptSimTMと統合化が可能
●　MATLAB®とのインターフェース      


